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の持つ X 染色体・Y 染色体のどちらか片方だけを引き継い
だ者どうしが受精によって別個体として生まれてくる。ゆ
えに、色覚の昨日不全の発生する割合は以下のようになる。
　男女共に色覚機能不全者同士が婚姻すると、子どもは男
女を問わず100％色覚機能不全が発生する。しかし、女子
の色覚機能不全者は人口比で男子に比べて非常に少ないの
で、このような婚姻は非常に稀なケースということになる。
次に色覚の機能不全が生まれる確率が高いのは、父親が色
覚機能不全で母親が保因者だった場合で、この組み合わせ
では男子が100％、女子が50％の割合で色覚機能不全が発
生し、女子の残りの50％が保因者となる。
　母親が色覚機能不全で父親が健常者だった場合は、男子
は100％色覚機能不全が発生するが、女子は100％保因者と
なる。日本の場合、女性の10％が色覚機能不全の保因者だ
といわれているから、実際の婚姻で最も多いパターンは、
父親が健常者で母親が保因者という組み合わせだろうと考
えられる。この場合、男子の半数に色覚機能不全の発生が
あり、女子の半数が保因者となる。しかし、これは遺伝形
質が伝わる確率を表しているにすぎないので、50％という
のは「男の子を2人生んだら1人は必ず色覚機能不全」とい
うわけではない。保因者の母親と健常者の父親から、正常
な色覚の男の子しかうまれないという場合もある。
　色覚機能不全因子は遺伝性があり、その発現率は母親と
父親の組み合わせによって変わる。父親に色覚機能不全が
あっても母親が健常者であれば、正常な色覚の子どもしか
生まれない。また、母親が保因者であっても父親が健常者
であれば、色覚機能不全男子か保因者の女子が誕生する確
率は50％となる。
Ⅸ．色覚機能不全の正しい知識
　色覚機能不全の実態は、既にのべてきたように、日本人
の場合、男性の約20人に1人、女性の場合約500人に1人の
割合で、色覚機能不全があるといわれている。色覚機能不
全の保因者は、女性の約10人に1人の割合である。これは、
男女20人ずつ合計40人のクラスにおいて、色覚機能不全を
有している男子が1人に加えて保因者の女子が2人いる割合
となる。このような事実から、色覚機能不全というのは、
決して稀なケースというわけではないのである。
　現在、色覚検査が任意検査となっているため、今後、検
査を受けないまま色覚機能不全の事実を知らない色覚機能
不全者が増加するものと予測される。しかし、保育や教育
の現場において教材などに非常に見分けがつかない色の組
み合わせがみられることが予測される。しかし、小学校、
幼稚園、保育所という教育、保育の現場において、充分な
知識を有しない教諭や保育士のもとでは適切な対応がなさ
れてはいないという現実が認められる。現実に、教育や保
育の現場において赤や緑のチョークが何の疑問もなく使用
されている現状には、教育者の認識のなさを感じる。それ
によって、色覚機能の不全児がどの様な不利益を受けてい
るかをどの様に考えているのであろうか。
Ⅹ．色覚機能不全の状況
　色覚機能不全の人の見え方について正常な人が理解をす
るということは大層難しいことである。しかし、色覚機能
不全ということは色が白黒に見えるなど偏った考え方をし
ている人が多いようであるが、ほとんどは先天性の赤緑色
覚機能不全であるので、他の人と比べて色の区別が少し苦
手なだけなのである。具体的には、先天赤緑機能不全の人
の見分けにくい色としては、以下のような組み合わせが私
的されている。
　　　・赤と緑
　　　・オレンジと黄緑
　　　・緑と茶
　　　・緑と灰色
　　　・青と紫
　　　・ピンクと白
　　　・ピンクと灰色
　　　・ピンクと水色
　　　・赤と黒
　ただしその程度は色覚機能の不全の型や個人差によって
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大きく異なり、場合によっては親でさえも子どもの色覚機
能不全について気づいていないのが実情である。色覚機能
不全は本人にしかその苦悩が分からない感覚的なものであ
り、色覚の機能不全ではない者にとってその苦悩を理解す
ることは出来ないので、以前はたぶんに差別的な対応が平
気でなされてきたという歴史があった。しかし、色覚の機
能不全は決して特別なものではないこと、ごくごく日常的
な問題であることを社会が認識しないと、まさしく差別に
繋がることになる。
　その結果、子どもたちが、写生の時間に色使いが困難な
ため、実情を把握しない指導者から指摘を受け、写生の時
間が嫌いになるとか、色覚検査のたびに疎外感を感じたり、
といった、適切な指導者不足や、指導者の理解が得られな
いといった不利益に遭遇することとなる。
Ⅺ．まとめ
　今日乳幼児の教員を養成する短期大学、専門学校等にお
いて、幼稚園教育要領、保育士保育指針等に基づく、教育
課程において、とりわけ特別の支援を有する乳幼児に対す
る専門的な教育がなされていないのが現状である。ひとえ
に特別の支援を要する子どもといえども、その内容は複雑
多岐にわたっている。身体障がい児の中でも、肢体不自由
児や視覚障がい児のなかでの視力障がい児等は外見で判別
できるが、色覚機能不全のような乳幼児に対する支援はほ
ぼ無策の状況である。今日の進んだ医療技術や検査技術の
進化にあっても、色覚機能不全に対するの検査や正確な知
識、正確な検査、それらに対する対策が皆目なされていな
いのが実情である。そのため、男性で約20人に1名、とい
われる対象児に対して何ら手当てが講じられていないので
ある。また最も対象児が多いとされる赤緑色弱の子どもた
ちの前で幼稚園教諭や保育士たちは学業への配慮が無く板
書時に赤や緑のチョークを堂々と使用し、図画工作に励ん
でいるのである。今日特別の支援を必要とする子どもたち
に適切な対応が試みられないのは、まさしく虐待そのもの
である。
　板書での配慮がなされていない。イジメの対応が出来て
いない。適切な指導者がいないのが現状である。その結果、
写生での色使いが困難なため写生の時間が嫌いになると
か、色覚検査のたびに疎外感を感じるという子どもが見受
けられる。
　養成校においては、色覚機能不全を有する子どもを含め、
障がいの知識を理解し、その対応を含めた教育を早急に備
えることが求められるであろう。
　そのための教育カリキュラムの編成を含めた国の指針、
それぞれの就学前教育・保育の現場における対応、保育者
個々人の努力が求められる。
　とりわけ就学前教育の現場においては、今日科目やカリ
キュラムに何ら対策対応がなされていないのは大きな問題
であるといえる。養成機関の教員、幼稚園教諭、保育士な
どが一日も早く、この状況を受け入れ対策が講じられるこ
とを説に望むものである。
　色の認識に異常が有ることを確定するのではなく、色覚
の機能不全を本人と周囲が自覚し、特別の配慮をすること
が必要であると考える。その為には、適切な時期に、適正
な配慮のもとに検査をする事が必要である。
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